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環境報告書について 

本報告書は、２００２年度の豊田合成及び国内外関係会社の環境保全への取り組みについてまとめたものです。 

作成にあたっては、環境省の「環境報告書ガイドライン（２０００年版）」を参考にしています。 

構成は、前半で「環境取り組みプラン」と「環境マネジメント」といった環境経営に関わる内容を示し、 

後半では環境負荷低減活動に関わる全社的な環境保全への取り組みと、各事業部の具体的な製品開発、 

生産技術開発の事例を、また国内外の関係会社の取り組みや社会とのコミュニケーション活動について紹介しています。 

最後に国内主力工場の環境データをまとめて掲載しています。 

当社では、本報告書を通じて、読者の皆さまとのコミュニケーションを深めていきたいと考えています。 

そのため、本報告書にアンケートを添付していますので、ぜひ率直なご意見・ご提案をお聞かせくださいますようお願いいたします。 

１９４９年６月１５日 

２５３億円（２００３年３月現在） 

５,４４０名（２００３年３月現在） 

自動車・搬送機器・船舶等の各種輸送機器用、農

業機械・建設機械・工作機械用、情報通信機器・

家庭電気機器用および介護機器・医療機器・住宅

機器のゴム・プラスチック・ウレタン製品／半導

体および半導体応用製品／電気・電子部品／接

着剤の製造・販売ならびに研究開発 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑1番地 

技術センター 

春日、森町、平和町、稲沢、尾西、西溝口工機 

北島、名岐 

東京、大阪、広島、宇都宮 

設 立  

資 本 金  

社 員 数  

事 業 目 的  

 

 

 

 

 

本 社所在地  

研究開発部門 

工 場  

物流センター 

営 業 所  

■会社概要（２００３年９月現在） 
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ごあいさつ 
TGグループが一体となって、環境との共生を推進し、 

｢ワールドワイド システムサプライヤー｣を実現します　 

取締役社長　松浦　剛 

 

環境取り組みプラン 
経営理念  

環境基本方針  

環境組織体制  

第３次環境取り組みプラン 

 

環境マネジメント 
ISO１４００１ 

環境監査  

環境会計 

環境教育 

 

環境保全への取り組み 
環境保全活動 

エネルギー（CO2）低減活動 

環境負荷物質低減活動 

リサイクル・廃棄物低減活動 

グリーン調達 

物流の合理化活動 

 

各事業部の取り組み 
内外装部品事業部 

ボディシーリング事業部 

機能部品事業部 

セーフティシステム事業部 

オプトE事業部 

特機事業部 

 

関係会社の取り組み 
国内関係会社の取り組み 

海外関係会社の取り組み 

 

社会とのコミュニケーション活動 
社会貢献・ボランティア活動 

 

環境データ 
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●報告書の対象範囲 
豊田合成の全事業所。 

及び国内外関係会社（国内８社、海外８社） 

●報告書の対象期間 
２００２年４月１日～２００３年３月３１日 

（一部２００３年４月以降も含む） 

■営業状況（単独：２００２年度決算） 
売 上 高　２,６４７億円 
（営業利益　１５９億円） 
経常利益　１５５.０億円 
当期利益　１２６.９億円 
１株当りの当期利益　１０１.３３円 

２００２年４月～２００３年３月 
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●売上高 ●利益 ●1株当りの当期利益 

（億円） （億円） （円） 

’００年度 ’０１年度 ’０２年度 ’００年度 ’０１年度 ’０２年度 ’００年度 ’０１年度 ’０２年度 

■単独決算の推移 

経常利益　　 当期利益 
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　当社は創業以来、自動車部品を中心にゴム、樹脂などの高分子材料を扱う 

モノづくりの専門メーカーとして、｢環境への対応なくして、企業の将来はない｣

という認識に立ち、早くから環境との調和を考えた企業活動を行ってまいりまし

た。経営理念に｢環境との調和｣｢社会との共生｣をうたい、環境基本方針に基づ

いた活動を行うことで多くの環境対応技術・製品や排出物を出さない生産技術

を生み出し着実に成果をあげています。 

　２００２年度は｢第３次環境取り組みプラン｣の２年目にあたり、TGグループとし

ての協調、連携を一層図りながら、環境保全への取り組みを強化しています。 

豊田合成本体の国内全事業所において埋立廃棄物ゼロを達成。また、高効率 

コージェネレーションシステムを新たに導入し省エネルギー活動を強化しました。

関係会社においては２００５年度までの環境負荷低減目標を新たに設定し取り 

組みを強化しております。一方、国内外の法規制にも早期より取り組み、環境に

配慮した製品・技術開発を行うとともに、関係会社との連携を強化し排出物を 

出さない生産・物流活動を進めてまいりました。 

　このように、企業活動の根幹に環境保全の認識を据えながら、現在｢チャレ

ンジNo.１ 世界をめざしてスピーディ&クリエイティブ｣のスローガンを掲げ、 

当社及びTGグループが真のストロングカンパニー｢ワールドワイド　システム 

サプライヤー｣への進化をめざしています。 

　ここに、当社の２００３年版｢環境報告書｣を作成いたしました。この報告書を 

通じて、当社の環境保全への取り組み姿勢や活動内容をご理解いただければ 

幸いです。私たちは、これからも持続的発展が可能な社会形成をめざして、一歩

ずつ確実に実践してまいります。 

● 

ごあいさつ 

● 

TGグループが一体となって、環境との共生を推進し、 

｢ワールドワイド システムサプライヤー｣を実現します 

取締役社長 
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経営理念 

企業体質を強化し、経営の革新を進め、高分子分野の専門メーカーとして世界一・日

本一製品づくりを推進し、着実に成長する。 

時代を先取りした研究と開発に努め、モノづくりの技術を高めて、お客様に満足して

いただける魅力ある商品・サービスを提供する。 

労使相互信頼・責任を基本に、社員の個性を尊重し、個人の創造力・チャレンジ精神

とチームワークによる総合力を高めて、活力と働きがいのある企業風土をつくる。 

内外の法、国際ルール及びその精神を遵守し、オープンで公正な企業行動を実践し

て、社会から信頼される良き企業市民をめざす。 

クリーンで安全な商品の提供を使命とし、環境保護と安全の問題を先取りし、循環

型社会の実現に向け積極的に取り組む。 

グローバル企業として、地域に根づいた事業活動を行い、産業・経済・社会の発展に

貢献する。 

1

2

4

5

6

3

限りない創造　社会への奉仕 

〔お客様の満足〕 

〔 着 実 な 成 長 〕 

〔人間性の尊重〕 

〔社会との共生〕 

〔環境との調和〕 

〔国際社会との融和〕 

「環境への対応なくして、企業の将来はない」―これが当社の基本的な考え方であり、経営理念でもうたっ
ています。この理念のもと、当社では１９９３年度より「環境取り組みプラン」をスタートさせ、段階的に内容
の充実を図ってきました。現行の「第３次環境取り組みプラン」では、「持続的発展が可能な社会形成」を
めざし、地球環境との調和、循環型経済社会の実現に向けたより高い目標を掲げ国内のみならず海外を含
むTGグループ各社が連携を図りながら、環境に配慮した取り組みを着実に実践しています。 

① 環境に配慮した事業活動の推進 

開発・生産・販売の事業活動から廃棄までのすべての段階で、環境と深く関連していることを認識し、社内全部門は

もとより、関係会社、海外拠点、仕入先を含めたTGグループとして、顧客・行政などとも協力・連携し、環境に配慮し

た事業活動を行う。 

② 企業市民としての取り組み 

良き企業市民として、地域・社会の環境活動に取り組むとともに、各団体の環境活動への参加、支援・協力を行う。ま

た、社員一人ひとりが地域・社会の一員として環境活動に取り組むための啓蒙・啓発を行うとともに、社会貢献・ボラ

ンティア活動を支援する。 
 

③ こうした取り組み活動の情報を広く発信するとともに、各層からの意見を聴取し、さらなる改善活動に努める。 

環境基本方針 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�

2003
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環境組織体制（２００１年度～２００５年度） 

製品・技術環境分科会 
（環境に配慮した製品・技術開発） 

生産環境分科会 
（排出物を出さない生産・物流活動、技術開発） 

仕入先環境連絡会 
（仕入先と環境連結管理・連携活動） 

環境委員会 
委員長：取締役社長 

環境推進会議 
議長：取締役社長 

※全社委員会から工場への展開は、各工場ISO１４００１システムに従い専門委員会を設置し対応しています 

より高い目標への挑戦 

創業 
環境へ配慮したモノづくり 

１９９３年 
第１次 環境取り組みプラン策定 

１９９６年 
第２次 環境取り組みプラン策定 

２００１年 
第３次 環境取り組みプラン策定 

１９９１年 
ナイスリー委員会設置 

人と地球にナイスリー

遵法管理 

国内主要工場ISO１４００１取得 

環境会計 

環境教育強化 

廃棄物量７５％減（'９１年度比） 

塩素系溶剤全廃 

TGグループ環境連結 

埋立廃棄物ゼロ化 

CO2総排出量'９０年度比５％低減 

物流の合理化 

LCAの推進 

環境管理体制強化 

廃棄物量５０%減（'９１年度比） 

代替フロン・トリクロロエタン全廃 

特定フロン全廃 

メンバーが全役員で構成される「環境委員会」の下に社長

が議長を務め工場長・部長クラスで構成される「環境推進

会議」を設置し、経営と事業現場の両方の視点から総合的

環境マネジメントを推進できるようにしています。また、環

境に配慮した製品・技術開発といった源流からの活動がよ

り重要になることから、「製品・技術環境分科会」と「生産環

境分科会」で構成し、全社を横断的に見る体制としました。

さらに「生産環境分科会」の下に「仕入先環境連絡会」を設

置し、TGグループ全体として、連結環境マネジメントを推し

進められるようにしています。 
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行動指針 
項　目 取り組み方針 

実施事項 

（
1
）環
境
保
護
に
資
す
る
車
両
搭
載
製
品
の 

　
　
　
積
極
的
な
提
案
と
開
発 

 

（
2
）環
境
保
護
に
関
す
る 

      

　
社
会
動
向
へ
の
対
応 

 

１.高分子製品の専門メーカーと
して、環境対応技術・製品の積極
的な開発と提案 

２.排出物を出さない生産活動の 
追求 

３.関係会社、海外拠点、仕入先を
含めたTGグループとしての協調、
連携した活動展開 

４.社会の一員として、社会的な
取り組みへの参画と社員一人ひ
とりの社会貢献活動への参画、
支援の実施 

５.地域・社会やTGグループに向
けて積極的な環境情報の発信 

国
内 

海
外 

※1 ガソリンベーパー：ガソリンから揮発した蒸気 
※2  LCA：Life Cycle Assessment（ライフサイクルアセスメント） 
※3  PRTR：Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度） 

第３次環境取り組みプラン（２００１年度～２００５年度） 

①燃費の向上 ・燃費向上に対応した軽量化部品・アッセンブリーの開発 

・規制に的確に対応した製品・技術の開発 ②ガソリンベーパー※1の排出低減 

・脱ガソリン燃料に対応した新規部品の開発 ③クリーンエネルギー車への対応 

・使用済み自動車部品リサイクル性向上のための技術開発 ④部品リサイクル性の向上 

・車の騒音低減に寄与する製品・技術の開発 ⑤車の騒音低減 

・資源の有効活用および自然循環型素材の活用 
・LCA※2の推進 

①環境に優しい、負荷の少ない 
　製品、技術開発 

②環境負荷物質の管理・低減 
・環境負荷物質の計画的削減  
 

・製品含有物質管理の定着化・拡充 

・CO2低減対策の積極的な推進 
  CO2総排出量の低減：'０５年度末までに'９０年度比５%低減 

①地球温暖化防止対策の推進 

②環境負荷物質の管理・低減 

③廃棄物低減と省資源 

④物流合理化の推進 

・PRTR※3対象物質の自主的な低減 
    PRTR対象物質排出量の低減：'０５年度末までに'９８年度比５０%低減 

・ゼロエミッションをめざした廃棄物低減、省資源活動の推進 
  埋立廃棄物：'０３年度末までにゼロ 

・CO2排出量低減、梱包資材の低減に向けた 
  物流合理化の積極的推進 
  CO2総排出量の低減：'０５年度末までに'９７年度比１５%低減 

  梱包包装材の使用量低減：'０５年度末までに'００年度比２０%低減 

・ISO14001 認証取得活動推進 
・グリーン調達の推進 

・ISO14001 認証取得活動推進 

①連携支援活動の充実 

①循環型社会づくりへの参画 

②社会貢献活動への参画、支援 

③全社員への教育、啓発活動 

①広報活動、情報開示の推進 

・使用済み自動車部品リサイクル技術・用途開発 

・各種地域活動や環境団体への参画・支援 

・環境教育の充実・推進 

・環境コミュニケーション活動の充実 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�

2003



化学物質管理システムによる環境負荷物質管理 
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これまでの主な取り組み 掲載ページ 

２０００年～２００２年版環境報告書発行 

次世代助手席エアバッグの開発 

LEDを採用したリヤコンビランプの開発 

燃料低透過フューエルキャップの開発 

 天然ガス自動車用オールコンポジット製燃料タンクを開発 

 リサイクルTPOによるアンダーカバーの開発 

ファブリック調発泡TPO材料の開発 

エアサスペンション・カバーのTPO化 

 

２００２年８月LCA推進W/Gを新設し、インベントリーデータの収集、LCA評価方法の標準化等実施 

 

２００２年中に加硫接着剤中の鉛化合物全廃達成 

ホイールキャップ用塗料希釈シンナーのトルエン・キシレンレス化 

サイドモール・クリヤ塗料のハイソリッド化 

アウター・インナーウェザーインサート部の鉛・六価クロムフリー化 

ゴム加硫接着剤の鉛フリー化 

ブレーキホース口金の六価クロムフリー化 

 

 
CO2排出量：１２.０万t-CO2／’０２年度 

尾西工場へのコージェネ導入、高効率照明・空調への切り替え 

PRTR対象物質排出量：３９１トン／’０２年度（目標４１４トン以下） 

 

２００２年度１２月末全事業所埋立廃棄物ゼロ達成 

エアバッグ基布の端材を利用したリサイクル植毛パイルの開発 

一般断面共有化による段替えロスの低減 

TPOアウターウェザーストリップリサイクル技術の確立 

 

 ルート変更、現地生産促進による走行距離の短縮 

CO2排出量：１１,２５２t-CO2／’０２年度（目標１２,１１１t-CO2以下） 

梱包包装材使用量：２６３トン／’０２年度（目標３１０トン以下） 

 

海外関係会社８社中５社で認証取得完了 

 
マテリアルリサイクル技術実証と目途付けを実施 

地域ゴミゼロ活動への参画・支援他 

 社内報での環境関連記事の掲載 

TGグループによる再資源化業者見学会実施 

 

 

リサイクルTPOによるアンダーカバーの開発 

 

 
国内関係会社８社中７社で認証取得完了 

TGグループとしてのグリーン調達への取り組みを開始 

P34

P26 
P27

P25

― 

P20 
P22 
P24

P12

P14 
P21 
P21 
P22 
P24 
P25 

P14 

 
P12～13

P15

P17 
P20 
P23 
P23

P19

P8・P30

P16

P31

P11 
 
 

P20

P8・P18・P29



●株式会社中勢ゴム 
●日乃出ゴム工業株式会社 
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国内主力工場取得状況 

国内主力工場ではISO１４００１の取得を

すべて完了しており、継続的な改善に

向けて日々活動しております。 

ISO１４００１ 

国内外関係会社の取得状況 

国内関係会社８社と海外関係会社８社での ISO１４００１取得を順次進めており、２００３年度までに完

了する予定です。 

東郷樹脂株式会社 
ISO１４００１取得登録証 

Toyoda Gosei (Thailand)Co.,Ｌｔｄ． 
ISO１４００１取得登録証 

審査機関 

春 日 工 場  

森 町 工 場  

平和町工場 

稲 沢 工 場  

尾 西 工 場  

財団法人 

日本品質保証機構 

（JQA)

取得時期 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

定期審査 

'０２年度 

定期審査 

定期審査 

更新審査（２回目） 

定期審査 

定期審査 

'０３年度予定 主力工場名 

●国内主力工場取得状況 

'９８年度 

'９８年度 

'９７年度 

'９８年度 

'９８年度 

 

海洋ゴム株式会社● 

●Tyoda Gosei Fluid Systems UK Ltd. 
　〔U.K.〕 

●東郷樹脂株式会社 
●塩田化成株式会社 
●一榮工業株式会社　 

●取得済み 
●２００３年度取得予定 

●取得済み 
●２００３年度取得予定 

●豊信合成株式会社 ●豊田合成九州株式会社 

●Fong Yue Co.,Ltd. 
●Tai-yue Rubber Industrial Co.,Ltd. 
　〔Taiwan〕 

●Toyoda Gosei (Thailand) Co.,Ltd. 
●Toyoda Gosei Rubber  (Thailand) Co.,Ltd. 
　〔Thailand〕 

●TG Kentucky,LLC
●TG Missouri Corporation 
　〔USA〕 

●Waterville TG Inc. 
　〔Canada〕 

ISO１４００１ 

継続的改善 

スパ
イラル

アップ
 

Plan 
環境方針／企画 

Do 
実施と運用 

Check 
チェックと是正活動 

Action 
経営層による見直し 

※ 具体的な取り組み内容については、２９～３０ページの「関係会社の取り組み」をご覧ください 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�
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ISO１４００１は、企業活動と環境との調和を考える上で、
重要なシステムです。 

当社ではTGグループ全体で、このISO１４００１による環境マネジメントシス
テムの整備、促進を図っています。国内外関係会社のISO１４００１の取得に
関しては、２００３年度までに完了する予定です。 
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内部環境監査 

内部環境監査（森町工場） 

外部環境審査（尾西工場） 

監査の独立性を確保するため、当社では「内部環境監査」

の監査員を、対象工場以外の工場からの選抜メンバーによ

り構成、実施しています。この方法により、監査の信頼性が

高まると同時に、対象工場と監査員が所属する工場の双方

のレベルアップが図られるという効果も上げています。また、

今年度より国内関係会社の内部監査にも積極的に参画し、

グループとして環境マネジメントシステムのさらなる継続

的改善にも努めています。 

外部環境審査 

毎年、環境マネジメントシステムに関して、ISO１４００１に従

った適切な運営が行われているかを的確に確認してもらう

ため、社外の審査登録機関である（財）日本品質保証機構

（JQA）に審査を依頼しています。２００２年度は、審査を受

けた各工場で、特に指摘はありませんでした。 

本社 
工場A

工場E

工場D

工場C

工場B

内部監査チーム 

A

A B C D E B C D E

B

C

D

E

各工場より 

内部監査員登録 

監査対象工場が 

「工場A」の場合 
環境管理責任者より 
内部監査員の派遣依頼 

監査対象工場以外の工場から 
内部監査員をチーム編成で派遣 

企業活動が環境に効果的に役立つよう環境マネジメントシステムを継続的に改善させ
ているかを確認するため、当社では、「内部環境監査」と「外部環境審査」を実施してい

ます。環境に関する取り組みが「環境マニュアル」や規定類通りに適切に運用されているかを厳重にチェッ
クするためのものです。特に「内部環境監査」は、当社独自の監査システムで、第三者的な視点に立った厳
しい監査を行っているのが特徴です。 

環境監査 
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２００２年度の集計結果 

豊田合成 

４.１ 

１０．９ 

１．３ 

０.４ 

１６．７ 

国内連結８社合計 

－ 

２.６ 

０．７ 

０.１ 

３．４ 

コスト分類 

●環境コスト （単位：億円） 

（単位：億円） 

P３２からの環境データ参照 

※1　環境負荷低減に資する製品の研究開発に要した設備費、経費、人件費 
※2　公害防止、省エネ、廃棄物処理など生産で生じる環境負荷低減に要した設備費、経費、人件費 
※3　教育、環境マネジメントシステム維持、測定等管理に要した経費、人件費 
※4　緑化、美化など社会的取り組みに関する経費 

研 究 開 発 コ ス ト  

事業エリア内コスト  

管 理 活 動 コ ス ト  

社 会 活 動 コ ス ト  

 

※1 

※2 

※3 

※4

１． 

２． 

３． 

４． 

豊田合成 

２．７ 

２．０ 

４．７ 

国内連結８社合計 

０．３ 

０．４ 

０．７ 

経済効果※5
項　目 

●効果 

※5　効果の算定は確実な根拠に基づき把握が可能なものについての効果集計分です 
※6　リサイクル効果は除きます（今後把握していく方向です） 
※7　物量効果は、豊田合成単体で算出 

エネルギー費用の低減  

廃棄物低減に関する費用※6    

 

１． 

２． 

９４０t-CO2 

１,７０１t

物量効果※7項　目 

温暖化防止（CO2削減量）  

廃棄物低減（廃棄物削減量） 

遵法活動 

１． 

２． 

３． '９９年度 '００年度 '０１年度 '０２年度 

経済効果の推移 
（億円） 

０ 

１.０ 

２.０ 

３.０ 

４.０ 

５.０ 

６.０ 

環境コストの推移 

'９９年度 '００年度 '０１年度 '０２年度 

（億円） 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

環境会計 環境会計は、環境保全に要した環境コスト（投資や費用）に対し、どれぐらいの効果（経
済効果と物量効果）があったかを示すツールです。コストと効果を把握・分析することで

今後の経営に活かすとともに、株主などのステークホルダーの皆様に環境の視点から情報を開示すること
を目的としています。当社では現在、環境省の「環境会計ガイドライン（２００３年版）」を参考に社内規定を
策定し、各部署単位で集計を行っています。今後は集計方法の標準化の動きを捉えながら、内容をさらに充
実させていきます。 
本年度は効果算出基準を見直すとともに、初めての試みとして、国内関係会社での集計も実施しました。 

２００２年度の環境コストは、環境省のガイドラインに基づく下

記４項目に分け集計した結果、当社１６.７億円、国内関係会社

をあわせ２０.１億円となりました。また、効果については経済

効果で、当社４.７億円、国内関係会社をあわせ５.４億円となり、

ここ３年間で最大の数字を達成しました。毎年、確実に成果

を高めています。 

豊
田
合
成 

国内関係会社合計分 
 

豊
田
合
成 

国内関係会社合計分 
 

合   計 

合   計 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

※'９９～'０１年度は豊田合成単独のデータ 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�

2003
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“モノづくり”の源流部門である技術者を対象に、環境に配

慮した「人と地球にやさしいモノづくり」を教育のテーマと

し、技術者教育を行っています。世の中の動向や最新情報

を取り入れながら、環境問題とその発生原因、各種法規制

や対応技術の理解浸透を目的に、定期的に実施しています。 

環境省が主唱する「環境月間」に呼応し、毎年６月を当社で

も「環境月間」と位置づけ、全事業所が参加して日々の環

境管理状況を総点検し、その結果を活動の促進につなげる

ようにしています。２００３年度は、埋立廃棄物「ゼロ化」の維

持、エネルギーのムダの排除、遵法といった活動を重点的

に展開しています。 

社員への啓発活動としては、環境月間のポスターを掲示、

社内報『TGタイムス』で埋立廃棄物「ゼロ化」維持の特集

を掲載するなど、社員の意識向上を図りました。また、関係

会社も参加し再資源化業者見学会を実施するなど、関係会

社も含め社員の環境マインドのさらなる向上に努めていま

す。 

社員一人ひとりが、環境に関する意識を常に持ち、日常業

務での行動に活かせるようにすることがこの教育の目標で

す。管理・監督者をはじめ環境スタッフ、環境重要設備に関

わる従業員、さらには一般従業員にいたるまで、環境知識

と技術の習得を図るとともに、年数回の緊急訓練も並行し

て行っています。また、新規内部監査員の育成においても、

ケーススタディを中心とした実践的な教育を積極的に展開

しています。 

ISO１４００１を軸とした各階層別教育 

技術者環境教育 

啓発活動 

関係会社の方も交えた再資源化業者見学会 

排水処理施設の緊急訓練（稲沢工場） 

企業の環境への取り組みを推進するのは、社員一人ひとりの意識の高さと行動である
と当社は考えます。そのため、当社では技術者を対象とした「技術者環境教育」と、社員

の職務内容と役割に応じた「ISO１４００１を軸とした各階層別教育」を両輪として、社員一人ひとりが日常的
に“環境意識”を持って仕事に取り組むことができるように、教育の徹底を図っています。また、国内関係会
社も交えた啓発活動を行うなど新たな活動に積極的に取り組み、環境に対する意識の高さを維持するよう
努めています。 

環境教育 
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発生源対策 

リサイクル 

再資源化 

つくら ナイ 

す　て ナイ 

まかせ  ナイ 

（つかわ） 

ナイスリー活動 

人と地球にナイスリー

環境保全活動 
当社は、ゴム・樹脂など高分子材料を扱うモノづくりの専門メーカーとして、環
境保全とも深い関わりのあることを認識し、「人と地球にナイスリー」を目標に

掲げています。環境保全への取り組みとしては、遵法活動に加え、「エネルギー（CO2）低減活動」「環境
負荷物質低減活動」「リサイクル・廃棄物低減活動」を柱に、さらに「物流の合理化」「グリーン調達」を加
え取り組んでいます。この活動はTGグループ全体としても、すでに取り組みを開始しました。 
さらに、環境負荷をトータルに捉え、最も効果的、効率的に低減していく観点から活動を見直していく必要

があり、今後はLCA※（ライフサイクルアセスメント）の導入が重要と捉え、２００５年度までにLCAを開発段
階のツールとして定着化させるため、２００２年８月に「LCA推進W/G」を新設、インベントリーデータの収集、
LCA評価方法の標準化、事例解析等を実施しました。  

※LCA：資源採取から廃棄までの製品の一生の中で、製品が使用するエネルギー、資源と製品が排出する環境負荷物質を定量的に分析

し、総合的な環境影響を評価する手法 

環境保全への取り組み 環境保全への取り組み 

当社のエネルギー（CO2）低減活動は、無駄を省く（ヤメル、

トメル、サゲル、ヒロウ）ことにより使用エネルギーの絶対

量を低減させる一方、動力源などをクリーンエネルギーへ

置き換える（カエル）活動もあわせて推進しています。 

「第３次環境取り組みプラン」では、２００５年度末までにCO2

の排出量を１９９０年度比５％減にすることをめざしています。

２００２年度は、生産量の増大に伴い約４％の増加となってし

まいましたが、生産性の向上とエネルギー（CO2）低減の両

立をめざし、現在、尾西工場をはじめ主要工場ではコージェ

ネレーションシステムの導入を進める一方、事務所・ビルで

も高効率照明・空調への順次切り替えを行うなど、全社を

あげて目標達成に向け活動を推進しています。 

エネルギー（CO2）低減活動 

「人と地球に優しい環境づくり」に向け、地

球環境保護、資源の有効活用の観点から「つ

くらない（つかわない）」「すてない」「まか

せない」の3点を活動の基本とし、3つの“な

い”を合言葉にして“ナイスリー”としました。

「人と地球にナイスリー」は、豊田合成の環

境活動のトレードマークです。 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�

2003
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環境保全への取り組み 

●エネルギー低減活動とCO2排出量の推移 

'９０ '９６ '９７ '９８ '９９ '００ 

１２ 

１０ 

８ 

６ 

４ 

２ 

０ 

１１.６ １２.０ 

（年度） 

C
O
2
排
出
量（
万
t
｜
C
O
2
） 

※CO2換算係数は、C換算からCO2換算に変更し次の数値を使用しました。　換算式：〔kg-CO2〕=〔kg-C〕×3.67　電力：0.3817kg-CO2 / kWh　A重油：2.7㎏-CO2/ L 

　LPG:3.0094㎏-CO2/㎏　都市ガス：2.3576㎏-CO2/m
3

'９０
年
度
比
5
％
低
減
 

'０１ 

管理・体制 

エネルギー 
絶対量低減 

エネルギー 
置換 

●省エネ5原則 

●8大エネルギーロス解析 

●第2次環境取り組みプラン 

●省エネ技術水平展開マトリクス 

● ISO14001認証取得 

●油圧ポンプ空転停止 ●油圧ポンプサイクル内間欠 

●エア手元バルブ設置 

●ファン・ポンプのインバータ制御 

●温度制水弁 

●硬化炉排気極小化 ●オリフィス型スチームトラップ 

●射出成形工程の補機一括自動停止 
●高効率照明 
●コンプレッサ負荷追従制御 
●油圧ポンプ負荷追従制御 
●エアブローの低流量化 
 

●事務所・ビル照明・空調の 
　高効率機器への切替 

●森町工場コージェネ 

●森町工場熱風炉ガス化 

●技術センターコージェネ 
●尾西工場コージェネ 

●課別原単位管理 

●第3次環境取り組みプラン 

●エア送気圧低減 
●ヒータ自動入電 

●2次加硫炉ガス化 ●平和町工場コージェネ（建設中） 

'０５ '０２ 

尾西工場コージェネレーションシステム稼動 

自動車用内外装部品、セーフティシステム製品の製造工

場である尾西工場では、都市ガスを燃料とする最新鋭の

高効率型コージェネレーションシステムを新たに導入し、

２００３年３月より稼動しました。このシステムは、ガスエン

ジンとして発電効率が世界最高レベルを誇り、既設蒸気

供給の代替として排熱を有効利用するもので、購入電力

量を約半減させることが可能となりました。これにより、

省エネ、CO2排出量低減に大きく寄与しています。 

 コージェネレーションシステム外観（尾西工場） 

蒸気 
排気 

電力 

排ガスボイラ 

給水 

高温排ガス 

ガスエンジン 発電機 

燃料 
（都市ガス） 

着火用燃料 
（A重油） 

既設ボイラヘッダーに 
つなぎ込み 
製造工程へ送気 

工場内変電所フィーダ 
につなぎ込み 
製造工程・事務所へ送電 

1.9t/h

3,650kW
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１９９８年度中に全廃 

２００１年度中に全廃 

２００２年中に全廃 

２００３年度中に全廃 

 

ゴム加硫剤 

PVC安定剤、滑剤 

加硫接着剤 

カチオン電着塗料 

鉛
化
合
物
 

PVC

六価クロム 

トルエン・キシレン 

環境ホルモン 

全廃済み 

全廃済み 

全廃済み 

対象部品ごとに対応計画に基づき推進 

 

取り組み状況 方針・目標 対象物質 

●環境負荷物質削減への取り組み 

環境負荷物質低減活動 

２０００年１０月に発効された「ELV（End of Life Vehicle：

使用済み自動車）に関するEU指令」では、２００３年７月

以降の新造車（継続生産車を含む）での鉛、水銀、カドミ

ウム、六価クロムの使用が原則的に禁止され、各自動車

メーカーからも「グリーン調達ガイドライン」等で削減

プランが提示され、環境負荷物質削減の要請を受けて

います。高分子材料を扱う当社でも、環境負荷物質の削

減には早くから取り組んできました。各環境負荷物質に

対し独自の方針・目標を立て、確実に削減を進めていま

す。また当社では、製品・部品・材料・成分の対応関係が

オンラインで管理できるように、従来の化学物質管理シ

ステムをさらに発展させ、製品含有環境負荷物質の顧

客対応ができるシステムを２００１年度に構築、環境負荷

物質管理に大きく寄与しています。一方、製品構成の材

料・環境負荷物質調査のグローバルスタンダード化に伴

う、IMDS※対応の準備を開始しています。 

※IMDS：International Material Data System

PVC、ゴム用可塑剤：フタル酸エステル 

（DOP等）の代替化 

PVC代替化の効果もあり２００５年度目標を達成 

該当部品の順次代替化及び代替技術開発 

（亜鉛めっき・合金めっき・ダクロ処理・亜鉛 

めっき鋼板） 

塗料・接着剤・表面処理剤の用途に対し、 

①洗浄用②希釈用③主剤用の順位で切り替え 

代替材：溶剤種変更、水性化、無溶剤化等 

２００２年度目標を達成 

対象部品ごとに対応計画に基づき推進 

新規使用禁止 

使用量削減目標（１９９８年度比） 

　２００５年度：５０％削減 

使用削減 

使用量削減目標（２０００年度比） 

　２００２年度：４０％削減 

　２００５年度：６０％削減 

使用削減 

２００３年度以降の新型車はポストPVC材へ置換 

人と地球にナイスリー
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当社では、トルエン・キシレンがPRTR対象物質の排出量の

多くを占めています。「トルエン・キシレン削減推進W/G」

の活動を中心にＰＲＴＲ対象物質の削減を実施し、２００２年

度は排出量を大幅に削減することができました。１９９８年

度比５０％の排出量削減に向け、PRTR対象物質削減の技

術開発を進めていきます。 

※２００２年度のPRTR対象物質の詳細なデータについては３２ページ
からの環境データをご覧ください 

●土壌・地下水に関する取り組み 
土壌汚染は、生態系のみならず地下水を経由して人の健康

にも影響を与えます。２００３年２月に「土壌汚染対策法」が

施行され、汚染調査などの未然防止に加え、汚染された土

地の修復を行うことが要求されています。当社では、法施

行以前の１９９６年から自主的に土壌・地下水の調査を実施

しており、その結果を行政に報告してきました。地下水に

おいては、１９９９年に春日工場、２０００年に稲沢工場でトリク

ロロエチレン及びその分解生成物のシス-１,２-ジクロロエ

チレンが検出されました。春日工場では、浄化設備を設置し、

流出防止と浄化対策を強化しました。また、稲沢工場では

使用実績のない物質が検出されたことから、定期的に測定

結果を行政に報告しています。今後も定期的な調査・測定

を行い、情報を開示しながら、いち早く対策を講じていきま

す。 

※地下水のデータについては３２ページからの環境データに記載して
います 

●ＰＣＢの保管 
ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）は、難分解性の性質を持つこ

とから、現在PCB廃棄物が処理できない状態にあります。

このため、２００１年「ＰＣＢ廃棄物適正処理特別措置法」が

施行され、ＰＣＢの適正処理を最終目的に、現在のPCB保

管状況を定期的に行政に報告することが求められています。

当社でも絶縁油としてＰＣＢが封入されている使用済みコ

ンデンサー等を適正に保管・管理し、行政に報告を行って

います。最適処理施設が整備されるまで、適正に保管・管

理を継続していきます。 

●PRTR対象物質削減への取り組み 

'０５ 

５９６ 

３９１ 

２９８ 

０ 

１００ 

２００ 

３００ 

４００ 

５００ 

６００ 

７００ 

８００ 

Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
対
象
物
質
排
出
量（
ｔ
） 

'９８ '９９ '００ '０１ '０４ '０３ '０２ （年度） 

PRTR ： 

 

Pollutant Release and Transfer Register（環境汚染物質排出・移動登録制度） 

大気への 
排出量 

３９０ 

水域への 
排出量 

１ 

土壌への 
排出量 

０ 

廃棄物として 
の移動量 

９７ 

除去 
（処理量） 

４２ 

製　品 

３７７ 

リサイクル 

４ 

９１１ 

２００２年度PRTR対象物質のマテリアルフロー 

単位：ton

化
学
物
質 

取
扱
量 
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リサイクル・廃棄物低減活動 

当社は、｢資源循環型社会の構築｣にはリサイクルと廃棄

物低減活動が重要と捉え、積極的に推進しています。 

現在、国際的に自動車・部品のリサイクルの法制化が急ピ

ッチで進んでおり、EUでは「ELV※に関するEU指令」が

発効され、日本でも「自動車リサイクル法」が制定、２００５年

より完全施行される予定となっています。高分子分野の

専門メーカーの社会的責務としてELVリサイクル技術

開発に積極的に取り組んでいます。 

また、より環境負荷が少なくなるリサイクル方法を考慮し、

①発生源対策、②リサイクル（再生し原材料として利用）、

③再資源化（他業種の原・燃料として転売・利用）を３本

の柱にゼロエミッションをめざし活動を展開。その結果

２００２年１２月には計画より１年以上前倒しで、全事業所で

埋立廃棄物ゼロを達成することができました。今後は、

埋立廃棄物ゼロの維持、そしてTGグループ全体での活

動の活発化を図っていきます。 

 

取り組み方策 重点項目 取り組み事例 

新型車対応の自動車部品リサイクル 

金属インサートレス化、塗装レス化、オールオレフィ
ン化、ポストPVC材料・非塩素系ゴム材料開発等 

EPDM再生ゴム化（連続押出脱硫方式）、3層インパ
ネ表皮リサイクル（ハイドロサイクロン他）等 

エアバッグ基布端材のリサイクル（エンジンカバー、
ナイロンパイル）、リサイクルPET吸音材、リサイクル
PETエンジンカバー等 

鉛化合物・PVC・六価クロム・環境ホルモン等の削減 
 

●ELVリサイクル活動 
当社は、①シュレッダーダスト（粉砕し埋め立てられるELV

廃棄物）の低減を目的に、車両リサイクル実効率９５％（２０１５

年）とするELVのEU指令に対応した樹脂・ゴム製品の開発、

②環境負荷物質の使用削減をめざし、環境負荷物質が安

全基準以下になる車の開発に対応した樹脂・ゴム製品の

開発の２項目を重要課題として捉え推進しています。 

具体的には、既販車と新型車に区分し展開しています。特に、

車両リサイクル実効率９５％をにらみ、新型車からの搭載部

品のリサイクル設計に力を入れています。 

既販車対応の自動車部品リサイクル 

ELVリサイクルプロジェクト 
「ELVに関するEU指令」、国内「自動車リサイクル法」を考慮に入れ、 

ELVリサイクル技術実証と適用先の目途付けを実施 

ELVリサイクル適用先目途付けの事例 

　・ホイールキャップ…………………①ホイールキャップ（コア材）　　②高炉還元剤 

　・ドアガラスラン……………………①プラグホール　　　　　　　　　②グロメット　　　③弾性舗装 

　・ドアウェザーストリップ…………①サンルーフドレインホース　　　②ゴムマット 

・遵法対応、自主的削減 

・リサイクル用途開発 
・ELV部品リサイクル技術 

・新規再生処理技術 
・複合素材分離技術 

・リサイクル容易な素材、構成変革 
・解体容易な製品設計 

１．リサイクルしやすい製品設計 

２．新規リサイクル技術開発 

３．リサイクル材の車両搭載 

４．環境負荷物質の削減 

※ELV（End of Life Vehicle：使用済み自動車） 

人と地球にナイスリー
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●廃棄物低減活動 
当社は、国内全事業所において埋立廃棄物ゼロを、当初計

画の２００３年度末より１年以上前倒しで、２００２年１２月に達

成しました。埋立廃棄物ゼロに向けた取り組みは、「第３次

環境取り組みプラン」を中心に、かねてより①発生源対策、

②リサイクル、③再資源化の３本の柱から進めてきました。

その結果、２００２年２月にモデル工場である尾西工場で、日

本ゴム工業会加盟企業の工場としては初めて埋立廃棄物

ゼロを達成。その方策（廃プラスチックの固形燃料化等）を

水平展開し、ハロゲン系ゴム・樹脂の再資源化ルートの開

拓も押し進め、全従業員の徹底した分別の推進により、全

事業所で埋立廃棄物ゼロを達成することができました。今

後も埋立廃棄物ゼロを維持するため、さらに活動を進めて

いきます。 

また、国内関係会社８社においても、２００５年度末までに埋

立廃棄物ゼロを達成すべく、グループで協調し連携を図り

ながら廃棄物低減活動に取り組んでいきます。 

●埋立廃棄物量の推移と方策事例 

埋
立
廃
棄
物
量（
千
t
） 

（年度） 

バリ無し成形技術開発 

ゲートレス成形技術開発 

EPDMゴム連続押出脱硫技術（再生ゴム化）開発 

セメント原燃料として売却 

汚泥を製鉄原材料として売却 

廃プラスチックの 
固形燃料化 

ポストPVC材開発 

脱硫再生材利用拡大 

弾性舗装、ゴム 
マット原料として売却 

※「埋立廃棄物ゼロ」の取り組みレベル：「’９８年度比1％以下」 

尾西工場 
埋立廃棄物 
ゼロ達成 

多層表皮材分離リサイクル技術開発 

全事業所 
埋立廃棄物 
ゼロ達成 

①発生源対策 

②リサイクル 

③再資源化 

・工程内改善 
・技術、工法開発・実用化 

・社内再使用・再利用 
・リサイクル容易な材料・技術開発、実用化 

・他業種の原料として再生利用 
 （マテリアルリサイクル） 
・他業種の燃料として再生利用 
 （サーマルリサイクル） 

リサイクル品一時置場 

０ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

'０１/末 '０２/末 '００/末 '９９/末 '９８/末 

ハロゲン系ゴム・樹脂の 
再資源化 

※ 

サイドモールリサイクル技術開発 

エアバッグ基布端材リサイクル技術開発 

2層ガラスアウターのリサイクル技術開発 

ゴム押出製品の 
一般断面共有化 

エアバッグのリサイクル 

エアバッグの解体作業 

リサイクルしやすいよう 
解体されたエアバッグ 

７.０ 



新目標 

従来目標 
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●焼却廃棄物低減活動 

焼
却
廃
棄
物
排
出
量
（
t
） 

環境調和型の企業活動を推進するためには、環境負荷の少

ない原材料や資材などの調達も重要となります。当社では、

２００２年３月に「豊田合成グリーン調達ガイドライン」を策定

しました。 

①環境マネジメントシステムの構築、②環境負荷物質の管理、

③包装材環境負荷の低減の３点にポイントを置き、取引先

への活動指針となるようまとめられています。なかでも

ISO１４００１の未取得企業には、２００３年度末までに取得する

ことを奨励しており、このガイドラインに沿った取り組みを

積極的に活動し、目標を達成した取引先より購入を優先す

ることも明示して、取引先各社の動機付けを高めています。

また、TGグループとしてのグリーン調達への取り組みを開

始する一方、海外関係会社においても国内同様の取り組み

が必要であることから、北米、欧州を皮切りにその対応準備

を開始しました。 

当社は、埋立廃棄物ゼロを達成したことにより、ターゲ

ットを焼却廃棄物低減に置き、活動を始めています。当

初の目標は２００５年度末に１９９８年度比で２分の１以下に

することでしたが、すでに目標を達成したため、新たな

厳しい目標として、２００５年度末までに１９９８年度比で５分

の１以下にすることをめざし、全社をあげて活動に取り

組んでいます。具体的には廃油の燃料化、廃液の工程内

リサイクル、また社内焼却炉で焼却していた紙くず、樹

脂くずの再資源化などを重点施策として進めており、確

実に成果をあげています。 

  

１６００ 

１４００ 

１２００ 

１０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

０ 
'９８ '９９ 

５２３ 

１,６００ 

'００ '０１ '０３ '０４ '０５ （年度） '０２ 

・廃油の燃料化（含水廃油のセメント燃料化） 

・紙くずの再生利用 

・樹脂シート類の固形燃料化 

グリーン調達 

 

’９８年度比　以下 

’９８年度比　以下 

主な方策 

１ 
－ 
２ 

１ 
－ 
５ 

●グリーン調達ガイドラインのポイント 

取引先におけるISO14001の取得または同レベルの環境マネジメン

トシステムの構築（～2004年3月） 

①環境マネジメントシステムの構築 

当社としての使用禁止物質、削減物質を指示 

購入部品、原材料、副資材について、取引先は化学物質成分報告書を提出 

②環境負荷物質の管理 

取引先における包装材の引き取り・過剰包装抑制・環境負荷物質の不使

用等の取り組み 

③包装材環境負荷の低減 

● 

● 

● 

● 
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●CO2排出量低減 

●製品梱包包装材の使用量低減 

○積載・充填率の向上 ○ポリ箱化の推進 

○車両仕様の見直し 

○パレットの薄板化 

○低積載路線の統廃合 

○新製品の現地生産推進（直納化） 

○フェリーの活用 
○東北地区向け 

（フェリー→JR） 

○関東地区向け（トラック→JR） 

○現行品の現地生産推進（直納化） 

○生産拠点の変更による距離の短縮 

物流の合理化活動 

当社の物流部門における環境保全への取り組みは、納入輸

送で使用するトラック等のCO２排出量の低減と、製品梱包

包装材の使用量の低減という２つのアプローチから具体策

を進め、確実に成果を上げています。どちらも２００５年度の

目標をすでに達成していることから、より厳しいチャレンジ

目標を設定し、さらに高い目標に挑んでいます。 

２００２年度は、CO２低減活動の３本の柱を基軸に現地生産を

促進し、直接顧客に納品する直納化の拡大を行いました。

走行距離の短縮、各生産拠点から共同で顧客へ輸送するシ

ステムの導入により、一層の物流の合理化で納入輸送の

CO２排出量の低減を進めていきます。 

２００２年度の具体的な活動としては、①包装材のデータベ

ース化を進め、用途や量を把握し無駄の排除を行う、②包

装材そのものの要否を見直す、③包装材の再使用を検討

する（リユース化）、④包装材の共通化・最軽量品への統一

化を進める、などです。今後は、包装材に代わるものとして

固定材への転換や、包装材を使わなくても良い保管場所等

の環境整備も進めていきます。 

C
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2

排
出
量（
t
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C
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装
材
使
用
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t
） 

CO2低減 
活動の 
3つの柱 

③CO2排出係数の少ない輸送手段へ移行する活動 

①積載効率を高め配車便数を少なくする活動 

②ルート変更や現地生産により走行距離を短縮する活動 
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【製品開発】 

■　エアバッグ基布の端材を利用した 　リサイクル植毛パイルの開発 
当社は、従来から、６６ナイロン製エアバッグ基布端材の再生・

改質に取り組み、サージタンク類の量産化、さらにエンジン

カバーなどの付加価値の高い製品へと適用を拡大してき

ました。今回、高い付加価値を保ちつつ、さらに適用範囲を

拡げる、新たなリサイクル技術を開発しました。従来のリサ

イクル技術に加え、植毛パイルに要求される小径紡糸加工

技術、カッティング処理、さらに電着表面処理によって、耐磨

耗性、耐傷付性の向上を行ったのが特徴です。リサイクル

植毛パイルの性能は、バージンパイル同等以上を確保して

います。用途としては、コンソールボックスをはじめコイン

ボックス、グローブボックスなどに適用されています。 

・エアバッグ基布端材の新リサイクル技術を確立 

・小径紡糸技術、表面処理技術で耐磨耗性、耐傷付性を向上 

・コンソールボックスをはじめ、多様な用途へ展開 

【製品開発】 

■　リサイクルTPOによるアンダーカバーの開発 
今回開発したアンダーカバーはタイヤのホイールハウスの

後部にあるもので、フューエルパイプを保護する役目を果

たしています。外部から侵入する砂や石からの防護、さら

に砂利道走行時など、砂はね音を吸収・低減する役割も担

っています。従来、その素材は、高密度ポリエチレンが適用

されていましたが、今回当社は、素材にリサイクルTPO材

の活用を実現しました。また制振材料を配合することで、

悪路実車走行による砂はね音を現行品より1dB低減、さら

に現行品より薄肉・軽量化した上で、低温衝撃性を向上して

います。この製品は、現在、「ハイラックスサーフ」、「ランド

クルーザープラド」（トヨタ自動車様）などの車種に採用さ

れています。 

・素材のリサイクルTPO材化を実現 

・制振材の配合で砂はね音を低減 

・薄肉・軽量化した上で、低温衝撃性を向上 

内外装部品事業部 
内外装品は、周辺部品とのデザイン上の調和や質感、さらには操作性、耐久
性などが要求される分野です。２００５年から完全施行される｢自動車リサイ

クル法｣に向け当社では、リサイクルしやすい素材であるTPO(オレフィン系熱可塑性エラストマー)への転
換を進めると同時に、すべての製品でリサイクル性の向上をめざしています。また、環境保全の観点から
環境負荷の高い化学物質であるトルエン・キシレンの使用削減をめざし、様々な取り組みを行っています。 

基布トリミング端材 

端材 

再生ペレット樹脂 

再生６６ナイロンペレット材 

製品使用例（グローブボックス） 

エアバッグ 
６６ナイロン基布 

紡糸、着色 
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現行品 項　目 開発品 
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収縮 

製品部 
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【生産技術開発】 

■　サイドモール・クリヤ塗料のハイソリッド化 
さらに、トルエン・キシレンの削減を進めるため、主剤の溶

剤分を少量化し使用量を削減するハイソリッド塗料の開発

を行いました。ハイソリッド化とは、溶剤分を減らし、固形分

（樹脂成分）を増やす技術のことです。当社では、塗料の樹

脂成分を低分子量化することで塗料粘度の上昇を抑制し、

塗装作業性、塗装外観を現行並みにすることに成功しました。

また、塗料の製造段階でトルエン・キシレンの使用を極力

抑えることで、塗料内に含まれるトルエン・キシレンを大幅

に削減することができました。サイドモール用クリヤ塗料

への適用を予定しており、年間でトルエン０.４トン、キシレ

ン３.５トンの削減を見込んでいます。 

・塗料樹脂成分を低分子量化することにより、ハイソリッド化 
　を実現 

・塗料主剤成分中のトルエン・キシレンを大幅に削減 

・年間、トルエン０.４トン、キシレン３.５トンの削減見込み 
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変更前シンナー 項　目 トルエン・キシレン 
レスシンナー 

●トルエン・キシレンレスシンナーの組成 
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●塗膜性能 

塗装性 
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塗装肌 

光沢 

【生産技術開発】 

■　ホイールキャップ用塗料希釈シンナーの 　トルエン・キシレンレス化 
樹脂部品に用いる塗料は、主剤、硬化剤、シンナーで構成さ

れています。シンナーは塗料を適正粘度に希釈するために

使用されていますが、主要成分はトルエン・キシレンでした。

しかし、２００１年に施行されたPRTR制度に対応し、トルエン・

キシレンの自主的な削減が要求されています。当社では、

シンナーの蒸発速度他を従来とほぼ同じにすることで、塗

料の溶解性、塗装作業性、良好な外観を実現するトルエン・

キシレンを含まないシンナーの設定に成功しました。まず

はホイールキャップ用塗料のシンナーに適用し、年間でトル

エン２.７トン、キシレン５.５トンの削減を達成、さらに他製品

用塗料へのトルエン・キシレンレス化も進めていきます。 

・希釈シンナーのトルエン・キシレンレス化を実現 

・塗装性、塗膜品質も現行品と同等の性能を確保 

・年間、トルエン２.７トン、キシレン５.５トンを削減 

外
観
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【製品開発】 

■　アウター・インナーウェザーインサート部の 　鉛・六価クロムフリー化 
２０００年１０月、ELV(End of Life Vehicle)に関するEU指

令が発効されました。これは、EU内での新規販売車両につ

いては、鉛、水銀、カドミウム、六価クロムといった環境負荷

物質が原則禁止となるものです。こうした環境負荷物質の

低減に対応した取り組みのひとつがアウター・インナーウェ

ザーインサート（芯金）部のめっきコーティングに使用され

る六価クロム、及び加硫接着剤の成分に使用される鉛化合

物のフリー化です。めっきコーティングには六価クロムの代

替として三価クロムを適用、加硫接着剤は鉛化合物から亜

鉛化合物に転換しました。また、ゴム／金属構成のアウター・

インナーウェザー素材を、リサイクルしやすいTPO構成（金

属インサートレス）へ代替する取り組みも鋭意進めています。 

・めっきコーティングを六価クロムから三価クロムへ転換 

・接着剤成分の鉛化合物を亜鉛化合物に転換 

・アウター・インナーウェザー素材をゴムからTPOへ代替 

【製品開発】 

■　ファブリック調発泡TPO材料の開発 
ドアシール周りのオープニングトリムの意匠部分は、従来“フ

ァブリック=布”が使用されていました。当社は、意匠性向上

のニーズが高まるなか、オープニングトリムの意匠部分にリ

サイクル可能なTPO素材を採用、｢新加飾技術｣によって“フ

ァブリック”の持つ素材感・質感を実現しました。｢新加飾技

術｣とは、TPO素材を発泡させる技術。発泡によってTPO

素材にできたミクロン単位の気泡が微細な凹凸を作り、フ

ァブリックの柔らかな質感を表現します。従来、採用されて

いた布に比べて軽量化を可能とし、また布の場合に使用さ

れる接着剤（トルエン・キシレン含有）を必要としません。

もちろん、TPOですからリサイクルが可能。加えて意匠性

も布同等の品質を確保、着色しやすいTPOの特徴も十分

生かされています。 

・TPO素材を発泡させることでファブリックの質感を表現 

・軽量化に加え、接着剤レス化（トルエン・キシレン不使用）を実現 

・ファブリック同等の意匠性を確保、着色も容易 

ボディシーリング事業部 

《装着部位》 

《断面図》 

《装着部位》 

断面形状A－Á

《製品仕様》 

○ 

○ 

有 

△ 

○ 

◎ 

無 

○ 

ファブリック品 開発品（TPO） 項　目 

●製品性能 

外観 

コスト 

接着剤の使用 

リサイクル性 

ファブリック品 現行品（TPO） 開発品（TPO） 

ファブリック調部分 

ボディシーリング事業部は、騒音や雨、風、ホコリを防ぎ、自動車の
快適性を保つウェザーストリップを開発・製造しています。従来か

ら、この分野においても、製品素材としてEPDM(エチレン・プロピレン・ジエンゴム)やTPO(オレフィン系
熱可塑性エラストマー)への転換を積極的に推進してきました。今回は、鉛・六価クロムフリー化、発泡TPO
材料の開発、一般断面共有化による段替えロスの低減、新たなTPOリサイクル技術などに取り組みました。 
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【生産技術開発】 

■　TPOアウターウェザーストリップリサイクル技術の確立 
アウターウェザーストリップとは、自動車のサイドガラス室

外内側、ベルトライン部に装着され、ガラスのバタツキや車

外からの雨、風、音等の車両への侵入を防止し、ガラス面に

付着した砂、ホコリ、水滴等を払拭する機能を持つ部品です。

当社は硬質部のリサイクル技術を確立していますが、今回、

ヒレ部（軟質TPO）のリサイクルを可能としました。製造過

程で発生した調整・不良くずからヒレ部をカットし、引張強

度や伸び、歪みなどの物性を維持しつつ、ペレットに細かく

粉砕、造粒し製品化するものです。従来ヒレ部にはナイロ

ン製のパイルを植毛しており、同時にリサイクルすることは

困難だったのですが、最新混練技術の導入によりTPOアウ

ターウェザーストリップの完全リサイクル化を実現しました。 

・ヒレ部（軟質TPO）のリサイクル技術を確立 

・植毛も同時にリサイクル可能に 

・アウターウェザーストリップの完全リサイクル化を実現 

【生産技術開発】 

■　一般断面共有化による段替えロスの低減 
製品には、同じ形状、一般パターン、すなわち“Same Shape”

あるいは“Typical Shape”と呼ばれるものが少なくあり

ません。こうした｢一般断面｣といえる製品に関し、当社は、

製造においてパターン共有・流用化することで、段替えの

ロスを低減していく活動を進めています。具体的には、連

続して流れる押出成形という製造プロセスを考慮しつつ、

設計段階から可能な限り断面を統一化・共有化することを

始めています。段替えを低減することで、時間、材料などコ

ストの大幅な削減に加え、廃くずの減少も実現しました。現

在、ガラスランのほか、オープニングトリムやドアウェザー

ストリップ、バックドア、ラッゲージといった製品で共有化が

進んでいます。 

・製造過程における同形状の“断面”共有化でコスト低減 

・製造過程の廃くずも減少 

・ガラスランやオープニングトリムなどで共有化を推進 

軟質TPO

硬質TPO

サイドドア ガラス 

植毛パイル 

ヒレ部（軟質TPO）　　　リサイクル化 

B-B

A-A

C-C

《サッシュドア用フロントドアガラスランの例》 

部位 従来 共通化後 

A-A 5断面 3断面 

B-B 7断面 3断面 

C-C 6断面 3断面 
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【製品開発】 

■　エアサスペンション・カバーのTPO化 
エアサスペンションは、空気の弾性を利用し、細かい振動を

吸収、一定の車高を維持する機能を持っています。このエ

アサスペンションを形成するパーツのひとつに、ダイヤフラ

ムがあります。エアの圧力差を上下運動に変換する働きを

持つものですが、内部はゴム膜でできており、それを保護

するために、サスペンションブーツと呼ばれるカバーが必

要です。従来、このカバーには塩素系ゴムが使用されてい

ましたが、当社は今回、環境保全の観点からTPOを適用し

ました。軽量化・低コスト化に加え、脱ハロゲン化も実現、

さらにTPO採用により、リサイクルも可能となりました。 

・サスペンションブーツを塩素系ゴムからTPOの適用へ 

・軽量化、脱ハロゲン化、低コスト化を実現 

・製造過程でのリサイクルも可能に 

【製品開発】 

■　ゴム加硫接着剤の鉛フリー化 
ボールジョイント用ダストカバーをはじめとし、自動車には

ゴムと金属、ゴムと樹脂から構成される製品が数多くありま

す。そして、この両者を接着させるために使用されるのが

加硫接着剤です。加硫接着剤は、接着剤A(ゴムとの接着を

行うカバーコート層)と、接着剤B(金属との接着を行うプラ

イマー層)の２層構造からなり、両者が接着し反応する過程

で金型を腐蝕させる塩化水素が生成されます。この塩化水

素を捕集(受酸)する役割として、従来、環境負荷物質である

鉛化合物が配合されていました。当社は｢ELVに関するEU

指令｣の２００３年７月以降の使用禁止に対し、２００２年１２月ま

でに鉛フリー化合物(亜鉛系)への置き換えを実施・完了し

ました。新たな開発品の接着性能は、現行品と同等の高い

レベルを確保しています。 

・塩化水素の捕集に鉛化合物から亜鉛化合物に転換 

・現行品と同等の高い接着性能を実現 

・２００２年１２月までに亜鉛系化合物への転換を完了 

機能部品事業部 
機能部品事業部では、自動車のエンジン・駆動系、燃料系、制御系及び制動系、
操舵系などで使われるホース類、シール類、バルブ類など、自動車の基本性能

を支える多くの重要保安部品の開発・製造を手がけています。今回の環境対策のポイントは、「ELVに関す
るEU指令」に対応し、加硫接着剤の鉛フリー化、ブレーキホース口金の六価クロムフリー化、さらにクリー
ンな車をめざした燃料透過を抑制するフューエルキャップの開発などがあります。また、サスペンションブ
ーツは環境保全の観点から、従来の塩素系ゴムに変えてTPOを適用しました。 
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ナイロン層 

ゴム 

ゴム層 

ナイロン 

受酸剤で捕集 

受酸剤で捕集 

接着剤から発生する 
塩化水素（HCI） 

接着剤A 
（カバーコート層） 

接着剤B 
（プライマー層） 

《接着構成》 

《製品例：ダストカバー》 

《装着部位》 《断面図》 

サスペンション 
ブーツ 

塩素系ゴム 

TPO

フロント リヤ 

スタピライザー 
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【製品開発】 

■　燃料低透過フューエルキャップの開発 
燃料蒸散の主成分である炭化水素は、大気汚染を起こす原

因となるため、燃料蒸散に対する規制は年々厳しくなって

います。そのため、燃料蒸散防止策=燃料透過抑止策の開

発は急務となっています。米国・カリフォルニア州では燃料

蒸散の排出ガス規制として、｢LEVⅡ規制｣と｢ZEV規制｣※

が施行されます。それに対応して、当社は、新しい給油口の

フューエルキャップ用ガスケットを開発しました。従来この

ガスケットの材料は、NBR(ニトリルブタジエンラバー)とPVC(塩

化ビニル)のブレンド材料を塩素化処理したものが使われ

ていましたが、当社はFKM(フッ素ゴム)にフッ素樹脂コート

の表面処理を施したものへと転換しました。これにより、燃

料透過量が、従来比約２０％以下と大幅な低減を実現してい

ます。 

・米国・カリフォルニア州の排出ガス規制へ対応 

・脱PVC（フッ素樹脂コートを適用） 

・燃料透過量を従来の約２０％以下に低減 

【製品開発】 

■　ブレーキホース口金の六価クロムフリー化 
ブレーキホースは、油圧によってブレーキパッドに力を伝達

する重要なパーツですが、その接続金具には十分な耐食性

が求められます。そのため、金属の表面に亜鉛めっきをコ

ーティングし耐食性を強化しますが、亜鉛は非常に酸化し

やすいため、さらに防錆性向上の目的から従来は六価クロ

ムを含むクロメート層が塗布されていました。この２層構

造で、接続金具の口金を保護していたわけです。しかし、「ELV

に関するEU指令」に基づく六価クロムをはじめとした環境

負荷物質使用の原則禁止に対応し、当社は、ブレーキホー

ス口金の六価クロム代替として三価クロムへ転換を行いま

した。今後も、十分環境に配慮し、多角的な視点から環境負

荷物質の低減・廃止に向けて尽力していく考えです。 

・環境負荷物質六価クロムをフリー化し、ブレーキホース口

金に三価クロムを採用 

※米国・カリフォルニア州の排出ガス
規制……LEVⅡ(Low-Emission 
Vehicle regulations)では、燃料蒸
気の排出規制値が0 .5ｇ/ t es t、
ZEV(Zero-Emission Vehicle)では
0.35g/testとさらに厳しい値になっ
ている。2006年までに新規販売車両
において、LEVⅡは100%、ZEVでは
10%対応が求められる。ZEVは電気
自動車と水素燃料電池車などゼロ排
出ガス車を意味しているが、ゼロ排出
ガス車として部分換算される先進技術
搭載車P-ZEV(Partial-Credit Zero 
Emission Vehicle)による一部代替
も可能となっている。P-ZEVの燃料
系に要求される規制値は、ほぼゼロに
近い値(0.054ｇ/test)となっている。 
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セーフティシステム事業部 
セーフティシステム事業部は、人と車のインターフェースとし
ての｢ハンドル｣の技術開発、さらに長年培ってきたノウハウを

活かし｢エアバッグシステム｣の開発・改良を積極的に展開しています。環境対策としては、従来からエアバ
ッグの製造過程で発生する端材のリサイクルに取り組んでいます。今回は、小型・軽量化を実現した｢次世
代助手席エアバッグ｣の開発を紹介します。 

 

【製品開発】 

■　次世代助手席エアバッグの開発 
自動車部品の軽量化は、自動車の燃費向上に寄与する大き

な要因となります。その観点から当社では様々な開発を進

めています。今回開発した製品「次世代助手席エアバッグ」

はその代表的な事例のひとつです。 

開発は、｢小さい｣｢軽い｣｢高性能｣の３つのテーマを掲げ、｢世

界一軽量コンパクトなモジュールを作ろう｣を合言葉にス

タート。構造をシンプルにし、軽量化を図るためには、モジ

ュールの重量の約半分を占めるガス供給装置“インフレータ”

の小型化が最大のテーマでした。エアバッグはいうまでも

なく、車両衝突時に素早く展開し、しっかり乗員を受け止め

保護するのが目的です。その際、展開初期は供給ガス量を

低く抑えて優しく展開し、乗員を受け止めるタイミングでガ

スを適切に供給することが求められます。それをわずか

０.１秒以下の時間で処理しなければなりません。今回の｢次

世代助手席エアバッグ｣は、ガスの最適供給を実現した小型・

軽量インフレータの開発と乗員を適切に受け止めるエアバ

ッグ技術の融合によって誕生しました。その結果従来品と

比較して、質量２５%減、部品点数４０%減という、大きな効果

を得ることができました。 

この｢次世代助手席エアバッグ｣は、２００３年1月より、

｢WISH｣（トヨタ自動車様)に搭載されています。 
 

※本製品は、トヨタ自動車様、ダイセル化学工業様と当社の３社共同開発によ

るものです 

・小型・軽量のパイロディスクインフレータの開発 

・インフレータの小型化によりモジュール構成の簡素化を実現 
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現行品 

開発品 

インフレータ部 

インフレータ部 

 

質量25％削減 
部品点数40％削減 
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オプトE事業部 
当社は、窒化ガリウム(GaN)をベースにしたLED(発光ダイオード)の開発で、オ
プトエレクトロニクス分野にも事業展開しています。世界トップクラスの輝度を

持つ青色LED、さらに緑色LED、紫色LED、高輝度白色LED｢TG White Hi｣、さらに今回、自然光に近い
高輝度高演色性白色LED｢TG True White Hi｣の開発に成功しました。また、LED採用のリヤコンビラン
プを開発、“環境に優しい次世代型の光源”として、その可能性をさらに拡げました。 

「TG True White Hi」発光スペクトル 

「TG True White Hi」製品形状 

LEDテール＆ 
ストップランプユニット 

LEDを用いたバックライト 

LED信号機 

【製品開発】 

■　高輝度高演色性白色LED｢TG True White Hi｣の開発 
近年、LEDが注目されるのは、その省エネ、長寿命にあります。

電力消費量が従来の電球の５分の1から１０分の1以下、耐久

性が電球の１０倍以上、水銀フリーであり、廃棄物低減・省資

源へも貢献します。当社は、１９８６年より研究を開始し、青色

LED｢TG Blue｣の開発に成功、これにより光の３原色と呼ば

れる｢青｣｢緑｣｢赤｣がすべて、LEDによってまかなえるように

なりました。続いて紫色LED｢TG Purple｣、白色LED｢TG 

White｣を開発。さらに、黄色の蛍光体とその補色関係にあ

る｢TG Blue｣を組み合わせることで発光する、より明るさに

優れた｢TG White Hi｣を生み出しました。そして今回、当社

は、｢TG Purple｣と｢青｣から｢赤｣までのすべてのスペクトル

を持つ（ブロードバンド）特殊蛍光体を組み合わせた

｢TG True White Hi｣を開発、自然光に近い、優れた“演色

性”を実現しました。現在、｢TG White Hi｣は携帯電話のバ

ックライトなどに採用されていますが、自然光に近い特性を

持つ｢TG True White Hi｣は、各種店舗や美術館、博物館な

どの照明分野に、将来有望な光源となると期待されています。 

・紫色LEDと特殊蛍光体の組み合わせで自然光を再現 

・高い演色性で新たなLEDの世界を拡大 

・照明分野をはじめ、多方面での活用に期待 

【製品開発】 

■　LEDを採用したリヤコンビランプユニットの開発 
リヤコンビランプはカーデザインの決め手となるアイテム

のひとつです。この分野で当社は、独自技術であるLEDを

使ったリヤコンビランプユニットの開発に着手。そして２００３

年1月に量産化をスタートさせたのが、新型車｢WISH｣(ト

ヨタ自動車様)搭載のリヤコンビランプユニットです。今回は、

使用頻度の高いテール&ストップランプにLEDが採用され

ており、消費電力を低減することでエンジン負荷を軽減、同

時に長寿命を実現させるものとして大いに期待されていま

す。また、リフレクタ(反射鏡)を複雑な多面形状にすること

で、ひとつのLEDで大きな面積を均一に光らせることがで

き、その意匠性の高さとともに注目を集めています。 

・LED採用で消費電力低減、長寿命を実現 

・多面形状のリフレクタが光を美しく反射 
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【製品開発】 

■　自律型エンターテイメントロボット 　｢AIBO｣筐体の塗装レス化 
世界初の｢人とロボットの共存｣をめざした、ソニー様の自

律型エンターテイメントロボット“AIBO”は、１９９９年に発売

されて以来、様々なタイプが商品化されています。当社は、

各モデルのキャラクター設定に合わせて様々な提案をし

てきました。２００１年秋発売の｢ERS-３１１:ラッテ｣、及び

｢ERS-３１２:マカロン｣では、脚筐体の開発を担当（頭、胴

体は他社）。ラッテ、マカロンの特徴は、今までの精悍なイ

メージを払拭した可愛らしいイメージを表現している点で

あり、それを実現するには、意匠的に艶消しの必要がありま

す。当社は、深さ９μｍの細かい梨地シボを施すことで“塗

装レス”を実現しました。結果的に環境に配慮した脚筐体

の開発に成功しました。 

・可愛らしいイメージ実現のために細かい梨地シボを採用 

・塗装レス化によって環境負荷の低減に寄与 

特機事業部 
特機事業部では、通信・OA機器から家電品、農業・建設・産業機械、高齢者向け介護な
ど、自動車部品で培った技術と独自開発技術を結びつけ、自由な発想で事業フィール

ドを拡大しています。今回はエンターテイメントロボットの塗装レス化、ダイナミックダンパーの住宅への応
用による静粛性高性能化の事例をご紹介します。 

 

【製品開発】 

■　住宅用ダイナミックダンパー開発による 　室内の静粛性高性能化 
クルマの快適な走行(制振性、静けさ)を確保するため、振

動減衰装置としてダイナミックダンパーが用いられています。

当社は、このダイナミックダンパーをトヨタホーム様の軽量

鉄骨系ユニット住宅に適用しました。住宅業界では、２階か

ら階下へ響く歩行音や子供の飛跳ね等による音(重量衝撃音)

が問題となっています。トヨタホーム様では、これらの音に

対して他社を上回る性能でありましたが、さらなる性能アッ

プが求められました。当社は原因調査・対策に着手し、構造

解析、及び振動・音解析により､原因を解明し、静粛性向上

を実現する｢床小梁ダンパー｣を開発しました。これにより､

戸建住宅において最高レベルのLH-６０を達成し、他社住宅

メーカーと比較して圧倒的に優位な性能を確保しました。

また、従来からの検討品であるALC材等を床全面に敷き詰

める手段と比較し、軽量化と施工性の向上が図れました。 

・最高レベル(重量床衝撃音等級LH-６０)を達成 

・ALC材による手段と比較し、床総重量が約５０％に低減 

●AIBO

関係会社の取り組み 

なし じ 
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《開発品》 

脚筐体 

開発部位 

マカロン 

ラッテ 

ダイナミックダンパー 
（床小梁ダンパー） 

フローリング 

パーティクルボード 

床小梁 

天井小梁 

《開発品》 

石膏ボード 

●ダイナミックダンパーの使用部位（2階床） 



ベンチ 

花壇  

添え木 

擬木  
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関係会社の取り組み 
「第３次環境取り組みプラン」では、国内のみならず海外関係会社を含む
TGグループ各社が連携を図りながら、さらなる環境保全への取り組みを

強化していくことを大きな目標としています。関係会社の取り組みをより理解していただくため、国内関係
会社に加え、本年度から海外関係会社の取り組み事例を紹介していきます。 

 

「第３次環境取り組みプラン」では、関係会社、海外拠点、仕

入先を含めたＴＧグループとしての協調、連携した活動展

開をうたっており、具体的には「国内外関係会社環境取り組

みプラン・ガイドライン」に沿って進められています。 

共通目標としては、２００３年度末までにISO１４００１の取得を

完了することと、２００５年度末までに埋立廃棄物ゼロを達成

することが掲げられており、地球温暖化防止、環境負荷物

質の管理・低減、物流の合理化の推進は、各社自主的に数

値目標と目標年次を設定し、各社積極的に活動を推進して

います。また、各社への情報提供と支援については、当社

環境推進会議の下部組織である仕入先環境連絡会を通じ

て行っており、ＴＧグループ全体での環境保全の向上に努

めています。 

国内関係会社の取り組み 

廃材のリサイクル（エコパーク／トヨタ自動車九州様） 

●豊田合成九州の取り組み 
豊田合成九州（２００２年３月ISO１４００１取得）は、佐賀県武雄

市という自然豊かな場所に立地し、周囲の環境保全を第一

に事業を進めています。その一例が、主力商品である樹脂

部品の廃材のリサイクル化であり、こうした廃材を再利用し

てベンチや花壇といった新たな商品へと蘇らせました。現

在この商品は、トヨタ自動車九州様のエコパークなどで活

用されています。また、このほか工場近隣の美化活動にも

積極的に参画し、地域とのコミュニケーションを深めた環

境活動にも力を入れています。 

環境負荷低減活動としては、「豊田合成九州環境取り組

みプラン」を設定し、活動を進めています。なかでも埋立

廃棄物ゼロは、当初目標の２００３年度より前倒しで２００２年

度末に達成したことにより、現在は焼却廃棄物のゼロ化を

めざし、実質的な工場廃棄物ゼロの実現に向けて取り組ん

でいます。 

このように豊田合成九州は、地域の環境保全をテーマに、

地域に根ざした企業市民をめざして様々な活動を続けて

います。 
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'００ '０１ '０２ 

３,０００ 

２,０００ 

１,０００ 

０ 
（年度） 

埋
立
廃
棄
物
量（
t
） 

●TGミズーリの埋立廃棄物量の推移 

●TGミズーリの活動事例 
TGミズーリ（２００１年４月ISO１４００１を取得）は、環境マネ

ジメントシステムをさらに推進するため、独自のリサイクル

と廃棄物削減の活動を開始しました。埋立処理される大量

の廃棄物の削減目標を設定し、プラスチックのスクラップ

部品の分別・再利用と、段ボールのリサイクルの改善を行

い目標を達成。２００２年度は、生産量・売上を増やすものの、

改善を継続することで埋立廃棄物量を前年レベルに維持

しています。一方、環境規制のかかる溶剤等の使用量は、州、

連邦のすべての環境規制値未満に維持・管理されています。

教育の面では、全従業員に日常の業務内での環境への影

響を最小限にすることと、それを常に意識するという、環境

意識向上のためのトレーニングを徹底して行っています。 

こうした活動が評価され、TGミズーリは、２００２年度「ミズ

ーリ州環境保全に関する“マネジメントシステム賞”」を受

賞しました。この賞は、ミズーリ州商工会、ミズーリ州自然

資源省がスポンサーとなり、州知事の名によって州の環境

保全に多大な貢献をした企業・団体に贈られる栄誉ある賞

です。また、ペリービル市のリサイクルセンターへのサポー

トも継続的に行うなど、地域環境保全、資源再利用活動へ

も積極的に参加しています。 

TGミズーリは、今後もISO１４００１のシステムにのっとり、環

境保全活動のさらなる向上をめざしていきます。 

ISO１４００１登録証 

ミズーリ州環境保全に関する 
マネジメントシステム賞受賞記念盾 

 

寄付活動 
TGミズーリは毎年ペリービルリサイクルセンターへの寄付活動を行い、
地域のリサイクル活動をサポートしている 

海外関係会社の取り組み 

TG Missouri Corporation 会社概要 

所在地　　アメリカ（ミズーリ州） 

設立　　　１９８６年４月 

従業員数　１,０３７名 

事業内容　自動車用内外装部品 

　　　　　セーフティシステム製品の製造及び販売 

海外の関係会社でも、「第３次環境取り組みプラン」を

基に、環境保全への取り組みが進められています。ここ

では、埋立廃棄物削減を中心とした自主的な活動が評

価され、アメリカ・ミズーリ州からの表彰を受けたTG 

Missouri Corporation（TGミズーリ）の活動を紹介

します。 

２,１００ 

 

人と地球にナイスリー

TG Environmental Report�

2003

社会とのコミュニケーション活動 



ゼロ 

“リサイクル鎧”で地域交流を促進 

当社のボランティア活動は、社員の自由な意思から多岐に

行われています。なかでも、ユニークなのが家庭や職場か

ら出るゴミを使って“鎧・兜”を製作した有志の活動です。

通称“リサイクル鎧”と呼ばれるこの作品は、昭和５２年頃か

らゴミのリサイクルに着目し、実際に着用できる鎧・兜を作

り始めたことがきっかけでした。ゴミから作ったとは思えな

いその見事な出来栄えに、地域の人たちの注目と要請も高

まり、毎年少しずつその数を増やしていったのでした。今で

は、交通安全運動や「ゴミ0フェアいなざわ」などでイベン

トを盛り上げる重要な役割として欠かせない存在となって

います。現在、この“リサイクル鎧”は当社の工場のある各

自治体で交互に展示されると同時に、これが縁で自治体間

同士の交流にも貢献するまでになっています。 

「“リサイクル鎧”を通じて、リサイクルの大切さと地域の交

流を促進させたい」という願いから発展し、いまや地域の人

たちに広く浸透し、多くの人たちに親しまれています。 

関係会社の取り組み 
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社会貢献・ボランティア活動 
環境保全活動は、地域保全活動であると同時に、人と人とが
助け合う社会参加活動です。当社はこのような意識のもと、

多数の地域交流活動や社会貢献活動に積極的に参加するとともに、社員一人ひとりがボランティアとして
参加する様々な活動を支援しています。 
こうした活動を確実に進め、地域に密着した企業、豊かな社会づくりに貢献できる企業をめざしていきたい
と考えます。 

主な活動 

桜まつり協賛チャリティバザー 

身障者スポーツ大会 

心身障害者社会見学 

障害者とボランティアのふれあいバスツアー 

福祉七夕笹設置 

稲沢市身障者ニュースポーツ大会 

福祉シェイクハンドパーティー 

ふくし国際ランチパーティー 

びさいまつり協賛福祉作品展示・即売会 

稲沢市心身障害者歩け歩け大会 

春日健康福祉フェスティバル 

稲沢福祉まつり 

福祉フェスティバルびさい 

稲沢市障害児クリスマス会 

ゴミ0フェアいなざわ 

イエローストップ活動（本社） 河川クリーン大作戦（尾西工場） 

バレンタイン行事（森町工場） 

●地域交流 

イベントを盛り上げた“リサイクル鎧” 

ゼロ 

他 

 よろい 

交通安全街頭活動（平和町工場） 

社会とのコミュニケーション活動 社会とのコミュニケーション活動 

 かぶと 
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■ 春日工場 愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地 

測定項目 

ボイラー（重油） 

ボイラー（重油） 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

銅 

亜鉛 

５.８～８.６ 

２０ 

２０ 

５ 

１５ 

２ 

１ 

５ 

規制値 測定項目 

７.７ 

３.７ 

２.５ 

０．９ 

２.３ 

０.７ 

ND 

０.０４ 

実績 規制値 実績 

●大気（大気汚染防止法、県条例等） ●水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

ばいじん 

NOX 

 

０．００２ 

８１ 

 

 

アジピン酸ビス(２-エチルヘキシル) 

２-イミダゾリジンチオン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

ダイオキシン類 

チウラム 

トルエン 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル)

１,５７８ 

４,６３４ 

１５,９４０ 

１.０２２ 

１８,２０２ 

１,１４８ 

４,７６８ 

８,１１８ 

取扱量 
大気 

０ 

０ 

０ 

０.９３９ 

０ 

１,０１１ 

０ 

０ 

水域 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

排出量 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

２３７ 

６８５ 

２,７８８ 

０.０８３ 

９８３ 

１３７ 

７１５ 

１,１７３ 

移動量 
リサイクル量 

０ 

４ 

２２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１６ 

除去（処理）量 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

●PRTRデータ 

消費量 

１,３４１ 

３,９４５ 

１３,１２９ 

０ 

１７,２１９ 

０ 

４,０５２ 

６,９２９ 

０.２５ 

２１５ 

 

測定項目 環境基準 実績 

●地下水 

●法律等違反なし　●苦情なし 

トリクロロエチレン 

シス-１,２-ジクロロエチレン 

ND（０.００２未満） 

ND（０.００４未満）～０.１７４ 

０.０３ 

０.０４ 

物質名 

■ 森町工場 静岡県周智郡森町睦実１３１０番地の１２８ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー 

コージェネ 

ボイラー 

コージェネ 

 

０.２５ 

０.１ 

２５０ 

７５０ 

０.０２ 

０.０１ 

１０１ 

７３０ 

規制値 実績 測定項目 

●水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

銅 

亜鉛 

６～８ 

１９ 

２２ 

３ 

１ 

０.５ 

規制値 測定項目 

７.５ 

５.７ 

９.４ 

ＮＤ 

ＮＤ 

０.３０ 

実績 

●大気（大気汚染防止法、県条例等） 

 

亜鉛の水溶性化合物 

アンチモン及びその化合物 

２-イミダゾリジンチオン 

キシレン 

N-シクロヘキシル-２-ベンゾチアゾールスルフェンアミド 

N,N-ジメチルホルムアミド 

チウラム 

トルエン 

ビス（N,N-ジメチルジチオカルバミン酸）亜鉛 

フタル酸ジ-n-ブチル 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル) 

ポリ(オキシエチレン)=アルキルエーテル 

無水フタル酸 

３,４４３ 

７,２７５ 

２２,０５１ 

５３,７２７ 

１９,２６３ 

１,２６２ 

３２,７７８ 

７１,３８４ 

１１,８４１ 

２７,４３９ 

５２,５７７ 

２,４２１ 

１,７３９ 

大気 

０ 

０ 

０ 

５３,７２７ 

０ 

１,２６２ 

０ 

５５,５３４ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

水域 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

１３８ 

３６４ 

８８２ 

０ 

７７１ 

０ 

１,７７０ 

１５,８５０ 

４７４ 

１,３７２ 

４,４０９ 

２,３９７ 

８０ 

１３８ 

７３ 

８８２ 

０ 

７７１ 

０ 

０ 

０ 

４７４ 

２７４ 

８８ 

０ 

１６ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

●PRTRデータ 

３,１６７ 

６,８３８ 

２０,２８７ 

０ 

１７,７２２ 

０ 

３１,００８ 

０ 

１０,８９３ 

２５,７９２ 

４８,０８０ 

２４ 

１,６４３ 

●法律等違反なし　●苦情なし 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

【大気】 
単位はNOx:ppm、 
ばいじん:mg/Nm3 

ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

【水質】 
単位はpH を除きmg/L、 
pH：水素イオン濃度 
BOD：生物化学的酸素要求量 

  
SS：水中の懸濁物質濃度 
ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

【地下水】 
単位は mg/L 
【PRTRデータ】 
単位はkg 
ダイオキシン類：mg-TEQ 
※1kg以下の数値は四捨五入し
ています。総量と取扱量の数
値が一致しない場合があります。 
 

［期間］ 
'０２年４月～'０３年３月 
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【水質】 
単位はpH を除きmg/L、 
pH：水素イオン濃度 
BOD：生物化学的酸素要求量 

【大気】 
単位はNOx:ppm、 
ばいじん:mg/Nm3 

ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

 
SS：水中の懸濁物質濃度 
ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

■ 平和町工場 愛知県中島郡平和町大字下三宅字折口７１０ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

 

０.１５ 

０.０５ 

１４０ 

１２０ 

０.００２ 

０.００１ 

１１５ 

４.８ 

規制値 実績 測定項目 

●大気（大気汚染防止法、県条例等） 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

銅 

亜鉛 

５.８～８.６ 

１０ 

１０ 

２ 

１５ 

１ 

０.５ 

２.５ 

規制値 測定項目 

７.２ 

２.８ 

１.０ 

０.７ 

５.２ 

０.１ 

０.０１ 

０.０６ 

実績 

●水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

２-アミノエタノール 

エチレングリコール 

キシレン 

トルエン 

８,９４０ 

５４,１８１ 

２２,６７２ 

９３,８９８ 

大気 

１ 

０ 

２２,４４９ 

８２,７２４ 

水域 

０ 

５４２ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

８,９２１ 

２２,２１４ 

２２３ 

１１,１７３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１８ 

０ 

０ 

０ 

●PRTRデータ 

０ 

３１,４２５ 

０ 

０ 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

●法律等違反なし　●苦情なし 

 

【地下水】 
単位は mg/L 
【PRTRデータ】 
単位はkg 
ダイオキシン類：mg-TEQ 
※1kg以下の数値は四捨五入し
ています。総量と取扱量の数
値が一致しない場合があります。 

取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 

■ 稲沢工場 愛知県稲沢市北島町米屋境１番地 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

全窒素 

全りん 

六価クロム 

全クロム 

銅 

亜鉛 

５.８～８.６ 

２０ 

２０ 

５ 

１５ 

２ 

０.５ 

２ 

１ 

５ 

規制値 測定項目 

７.１ 

５.１ 

６.１ 

０.９ 

１２.５ 

１.３ 

０.０１ 

０.０２ 

０.０３ 

０.０６ 

実績 

●水質（水質汚濁防止法、県条例等） 

 

キシレン 

クロム及び三価クロム化合物 

六価クロム化合物 

コバルト及びその化合物 

ダイオキシン類 

銅水溶性塩（錯塩を除く） 

トルエン 

ニッケル金属 

ニッケル化合物 

フタル酸ジ-n-オクチル 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル) 

りん酸トリス（ジメチルフェニル） 

４２,４７９ 

２,０２５ 

５,０６３ 

３,１４６ 

１.４３３ 

２,２１２ 

５２,８１２ 

３９,７０３ 

３９,０９３ 

１,１３６ 

８５,１２５ 

２,８７５ 

大気 

４２,４７９ 

０ 

０ 

０ 

０.３７３ 

０ 

５２,８１２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

水域 

０ 

２０ 

０ 

３ 

０ 

６６ 

０ 

０ 

３９ 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

０ 

２,００５ 

０ 

４０６ 

１.０６０ 

１,６５８ 

０ 

０ 

５,０４３ 

７９ 

５,９５９ 

２０１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２,０２５ 

０ 

０ 

０ 

０ 

３９,７０３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

●PRTRデータ 

０ 

０ 

３,０３８ 

２,７３７ 

０ 

４８８ 

０ 

０ 

３４,０１１ 

１,０５６ 

７９,１６６ 

２,６７４ 

測定項目 環境基準 実績 

トリクロロエチレン※ 

シス-１,２-ジクロロエチレン※ 
ND（０.００２未満）～０.００４ 

ND（０.００４未満）～１.８９ 

０.０３ 

０.０４ 

ばいじん 

 

NOX

ボイラー（重油） 

ボイラー（ガス） 

ボイラー（重油） 

 

０.３ 

０.３ 

１４４ 

０.００２ 

０.００２ 

９３ 

規制値 実績 測定項目 

●大気（大気汚染防止法、県条例等） 

●法律等違反なし　●苦情なし 

※使用実績のない物質 

●地下水 

［期間］ 
'０２年４月～'０３年３月 



取扱量 
排出量 移動量 

リサイクル量 除去（処理）量 消費量 物質名 
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キシレン 

N,N-ジメチルホルムアミド 

トルエン 

フタル酸ビス(２-エチルヘキシル)

１９,７８４ 

５,８５９ 

５５,３１５ 

１１,２１０ 

大気 

１９,７８４ 

２,９３０ 

５５,３１５ 

０ 

水域 

０ 

０ 

０ 

０ 

土壌 

０ 

０ 

０ 

０ 

（廃棄物としての移動量） 

０ 

２,９３０ 

０ 

８４１ 

０ 

０ 

０ 

８４１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

●PRTRデータ 

０ 

０ 

０ 

９,５２９ 

■ 尾西工場 愛知県尾西市明地字東下城４０ 

測定項目 

ボイラー（重油） 

ボイラー（重油） 

規制値 実績 

●大気（大気汚染防止法、県条例等） 

ばいじん 

NOX 

 

０.００３ 

９７ 

０.３ 

１４４ 

ｐH 

BOD 

SS 

油 

５.８～８.６ 

３００ 

３００ 

８０ 

規制値 測定項目 

７.１ 

４６.２ 

３０.３ 

５.４ 

実績 

●水質（下水道条例等） 

●法律等違反なし 

●苦情1件　内容：騒音に関する苦情 

　　　　　　是正：原因設備の防音措置を実施し、対策内容を尾西市役所へ報告。ご了承いただいた。 

【水質】 
単位はpH を除きmg/L、 
pH：水素イオン濃度 
BOD：生物化学的酸素要求量 

 【大気】 
単位はNOx:ppm、 
ばいじん:mg/Nm3 

ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

 
SS：水中の懸濁物質濃度 
ND：定量下限値以下（検出されない） 
実績の値は測定実績の平均値を示しています。 

【地下水】 
単位は mg/L 
【PRTRデータ】 
単位はkg 
※1kg以下の数値は四捨五入し
ています。総量と取扱量の数
値が一致しない場合があります。 

［期間］ 
'０２年４月～'０３年３月 

環境報告書 環境報告書 

２０００年版 ２００２年版 ２００１年版 

豊田合成の環境報告書 
２０００年度より毎年発行しています。 

２０００年度より発行しました環境報告書は当社ホームページよりご覧いただけます。 

下記URLよりアクセスしてください。 

http://www.toyoda-gosei.co.jp/kigyou/kankyou/houkoku.html
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おわりに  

豊田合成の環境報告書をご覧いただき、ありがとうござました。 

当社の環境保全への取り組みと、具体的な活動内容が 

少しでもご理解いただけましたら、幸いに思います。 

これからも当社では、持続的発展が可能な社会形成をめざして、 

環境保全への取り組みを一歩ずつ確実に行ってまいります。 

また、当社の環境保全への取り組みを引き続きお伝えし、ご理解いただくために、 

環境報告書を年度単位で発行していく予定です。 

次回は、２００４年秋の発行予定です。 

２００３年９月 

豊田合成株式会社 

総務人事部　総務室 

愛知県西春日井郡春日町大字落合字長畑１番地 

TEL:０５２-４００-１０５５ 

 

施設環境部　環境管理室 

愛知県稲沢市北島町西の町３０番地 

TEL:０５８７-３４-３２９１ 

 

http://www.toyoda-gosei.co.jp

発 行 日  

発 行 元  

連 絡 先  



発行　200３年９月 

印刷インクには、環境に優しい 
「大豆油インク」を使用しております。 

古紙配合率100% 
白色度83%再生紙を使用しています。 

本報告書は、当社の使用済み紙資源を 
原料とした再生紙を使用しています。 

tg
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人と地球にナイスリー
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